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中村　孝一

「月刊グッドラック」による松川を活かした
“水の都・とやま”再生への挑戦

「月刊グッドラック」と松川

1970年、富山市中心部を流れる松川はドブ臭

に覆われ、死に瀕していましたが、なんと経済界

から、ある大論争が巻き起こっていました。生活

排水などで汚染され、ドブ臭がする松川をコンク

リートで蓋をして、駐車場にしようという無謀な計

画が発表されたのです。

私は1944年8月に、富山城の近くで生まれ、翌

年、B29による富山大空襲の際は、母親に背負わ

れ、兄弟と一緒に近くの松川に浮かぶ笹舟に避難

しました。そのおかげで、市中心部の99％以上が

消失し、3000人を超える人々が亡くなるという大

被害にも、私たち家族は奇跡的に助かりました。

しかし、私たちの命を救ってくれたこの川が、経済

発展の中で人々に忘れられ、まさに死に瀕してい

たのです。

「川はそこに住む人々の心を映し出す」と言われ

ます。まさに、人々の荒廃した心が松川に反映され

ていたのです。

私は少年時代、ボーイスカウトに入隊し、精神

面の大切さを学んでいたこともあり、今、日本に

とって大切なのは、物質面とのバランスのとれた

社会を実現することにある、と思っていました。そ

のためには「心の糧を与えてくれる雑誌を出すことだ」

と決意し、1977年11月に月刊誌「グッドラックマガジ

ン」を創刊することとなりました。タウン誌として街の

活性化にも力を入れるようになり、市民に松川がこの

ままで良いのかを問い、また隣接する富山城址公園の

理想の姿について話し合うため、座談会を開きまし

た。すると、「友達が遊びにきても連れて行くところが

ない！」と悔しい思いをしている市民が多いことを知り

ました。自分たちの街に誇りを持てるような水辺空間

を、市内中心部に創り出せないだろうかー。このこと

が、“水の都とやま”再生に向けて動き出す大きなきっ

かけとなりました。

水の都の歴史を活かし、富山のシンボルに

松川の歴史を調べていくと、かつて“水の都”として

賑わっていた富山の姿が浮かび上がってきました。戦

国時代、越中最大の河川・神通川を外堀に富山城が築

かれ、富山は城下町として発展しました。江戸時代にな

ると、64艘の笹舟をつないだ舟橋（日本三大舟橋の一

つ）がかけられた神通川は、300隻もの帆船や笹舟が

行き交う最大の通商路として賑わっていました。しか

し、一方では大洪水を何度も引き起こしていたことか

ら、明治の中頃には神通川の蛇行部分を直線でつなぐ

「馳越線工事」が行われたのです。その結果、神通川は
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現在のように真っすぐに流れるようになり、後世に往時

の神通川の川筋を伝えるために残されたのが現在の松

川でした。私は戦後、立山連峰のふもとの隣町に疎開し

て育ったため、富山市の歴史をまったく知らなかったわ

けです。

そんなある日、いつものように編集部の近くを流れ

る松川河畔に散歩に出かけました。新緑の頃で、松川

河畔の500本ほど植えられた桜の木が緑のトンネル

をつくり出していました。まるで森の中を川が流れて

いるような感じでした。その時、子どもの頃、ベニスの

風景画を見て虜になったことを思い出したのです。松

川にも遊覧船がゴンドラのようにロマンチックに行き

交えば、帆船や笹舟が行き交っていた富山の歴史的

遺産が蘇るのではないか、そんなことを頭に思い浮か

べながら散歩している私の目の前を、神通川の漁師さ

んが笹舟に子どもを2人乗せて通りかかったのです。

私は思わず、「船頭さん！私にも乗せてもらえません

か？」と大声で叫んで、船に乗せてもらうと、全くの別

世界。“水の都とやま”の歴史がよみがえってきました。

こうして、“東洋のベニス・水の都とやま”への夢に向

かって、挑戦が始まったのです。

富山県河川課との対立、そして遊覧船会社を設立

神通川が産み落とした松川を中心に“東洋のベニ

ス、水の都とやま”を創ろう、と夢が広がり、「グッド

ラック」で経済界の方々や市民を招いて座談会を重

ねました。そんな中、松川を管理している県の河川課

や、出先の土木センターに相談すると、「遊覧船など前

例がない！」と猛反対されたのです。それでもあきら

めずに一人一人の職員に計画を説明に回ると、「それ

では時間がいくらあっても足りないでしょう。関係部

署に集まってもらい、そこであなたの計画を話された

ら？」と。その好意的な声に励まされ、会合を開催、協

議を重ねた結果、ついに合意を得ることができ、

1987年8月に、パリから日本にやって来ていたファッ

ション・コーディネーターの、フランソワーズ・モレシャ

ンを招いて、松川で初の遊覧船の試乗会を開催しま

した。市民は新しい観光名所が誕生することを知っ

て、大喜びでした。私は出版社をやっていましたので、

別会社をつくって、どなたかに社長を引き受けてもら

おうと思っていましたが、「情熱を持ったものがやら

ないと成功しない！」と説得され、結局、私がやらざ

るを得なくなりました。さっそく、造船会社に遊覧船

を5隻注文しましたが、河川課から「大雨が降った時、

遊覧船が川の流れを妨げる可能性がある」と待った

がかかりました。しかし、ここで引き下がるわけには

いきません。何度も河川課と協議を重ねた結果、「シー

ズンオフになったら、陸上に船を上げる」ことを条件

に、1988年3月、どうにか松川遊覧船の運航をスター

トすることができました。

松川遊覧船運航上の課題

4月になると、「日本さくら名所100選」選定の松川の

桜のトンネルの中を遊覧船で巡ることができる、という

ことで、大評判になりました。しかし、桜シーズンはせ

いぜい2週間ほど。桜が散ってしまうと、乗客がガタン

と減ってしまい、開店休業の状態が続き、1年の終わり

には赤字になってしまいました。しかも、夏になると水

位が下がり、ところどころ浅瀬が顔を出します。神通川

の漁師さんに船頭をお願いしているわけですが、そう

いうプロの方でも浅瀬に乗り上げて、船から降りて船を

脱出させ、深いところまで押していってまた乗るといっ

た有様でした。これでは観光客も楽しくありません。船

頭10人に声をかけて、人力で浚渫することにしました。

というのは、県の河川課にお願いしても、民間の事業だ

と言って取り合ってくれないのです。

その後、毎日のように手作業での浚渫を続けていく

中、私はとうとう無理がたたって歩けなくなってしまい

ました。なんと、椎間板ヘルニアを発症していたのです。

緊急手術を行って、間一髪で成功し、再び歩けるように

なりました。このことを知った土木センターの所長が感

動し、ついに松川にブルドーザーを導入、本格的に浚

渫を開始するところまで漕ぎ着けることができました。

神通川の漁師さんの笹舟に乗船
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駅舎、リバー劇場の完成

1992年には、乗客の待合室が必要となり、遊覧船

駅舎「松川茶屋」が城址公園内に完成。そして2000

年には、松川茶屋対岸にリバー劇場も完成しました。

これは河畔を人々が集って楽しめる場所にしよう、と

県に要請していたもので、現在は毎年開催される「リ

バーフェスタ」で吹奏楽やギター、胡弓、箏の演奏、フ

ラダンスなどが披露され、対岸の観客席や遊覧船か

らも楽しめると、大変好評を得ています。

「川と街づくり国際フォーラム」の開催と
サンアントニオ市訪問 ���

2003年9月、神通川直線化100周年記念「リバー

フェスタ2003年・川と街づくり国際フォーラム」を開

催（後援／国土交通省、富山県、富山市）。1985年、

全米ナンバーワンの人気都市・サンアントニオから、

川が街の中心を流れていて似ていることを理由に富山

市へ姉妹都市の申込みがあった縁で、公園管理者の

リチャード・ハード氏に基調講演をお願いしました。

「夢のリバーウォークはこうして誕生した」とのタイト

ルで講演を行ったハード氏は、そのあとで松川を視

察。「可能性は十分ある」と激励され、大変心強く思い

ました。その年の11月、こうした盛り上がりを活かす

ため、私の案内で県議、市議、元行政マン、総勢19名

でサンアントニオ市を視察に出かけました。“アメリカ

のベニス”をつくることを目標に掲げただけあって賑

わう川の街は、まるでテーマパークのようで、一同はそ

の素晴らしさに大感激でした。

松川茶屋に川べりのカフェテラス完成

2005年4月初め、松川茶屋と松川の間の護岸を一

体にした階段状の「カフェテラス」が完成しました。こ

のカフェテラスはサンアントニオのリバーウォークを

参考にしたのもので、川を眺めながら飲食を楽しめ

る、潤いとやすらぎのスペースとなっています。

市内観光の目玉に

2015年3月�北陸新幹線が開業し、市内観光の目玉

として松川遊覧船が注目を集めました。4月の花見

シーズンには、松川遊覧船の待ち時間が最大1時間半

になるなど大変な人気で、日本全国はもちろん、世界

松川茶屋

1993年、船頭と浚渫作業をする中村孝一

松川茶屋カフェテラス

1994年に就航した滝廉太郎Ⅱ世号
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各国から観光客が訪れるようになりました。特に台湾

では、「桜のトンネルを遊覧船でくぐれるのは日本広し

といえども松川遊覧船だけ」と話題になっており、「日

本の松川遊覧船に乗ってから死ね！」とまで言われて

いるそうです。さらに、松川遊覧船は2016年にはJR

東日本の「桜を見に行こう！」のポスターにも掲載され

た他、富山市が松川遊覧船をデザインした「シティ・

フラッグ」を制作。ついに富山市のシンボルとして採

用したのです。このように、松川遊覧船は市民が誇り

を持てる街“水の都とやま”にとって重要な存在となっ

ています。

「“水の都とやま”推進協議会」を発足

2017年5月�“東洋のベニス・水の都とやま”の環境

整備をさらに進めるため、「“水の都とやま”推進協議

会」を発足させました。アメリカのサンアントニオは、

“アメリカのベニス”を目指し、砂漠の中にベニスとは

また違った、“川の街”を創造することに成功しました。

富山も、北アルプス立山連峰を背景に“東洋のベニ

ス”を目指すことで、ベニスともサンアントニオとも

違った、世界に一つだけしかない、ユニークな“川の

街”の創造を目指しています。

「月刊グッドラック」が目指すもの

私が43年前、「グッドラックマガジン」を創刊した

時、読者に「夢見ること」をやめないよう訴えました。

理想を高く掲げ、どんな障害にも勇気を持って立ち向

かい、希望を失わず、いつも自分自身を励まし、向上心

を持ち続けるよう、訴えてきました。“水の都とやま”再

生への挑戦は、この編集方針を具現化するテーマでも

あり、根幹を成す事業となっています。これがいつ完

成するかわかりませんが、それでも私たちは、“夢”に

向かって挑戦し続け、その過程を楽しみたいと思って

います。

1977年、「月刊グッドラック」を創刊した時、表紙に

は朝日が昇る夜明けの海に船出する“グッドラック丸”

が描かれ、ケネディ大統領の次の言葉が刻まれていま

した。

「水平線のかなたには嵐があることを知っている。

…しかし、われわれは恐れをあとに希望をもってカジ

をとってゆく」

中村　孝一

「遊覧船のりば	長蛇の列」の新聞記事

創刊40周年記念号の表紙を飾った松川遊覧船


